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研究成果の概要（和文）：日本では数多くの考古地磁気測定が行われてきたが、研究者・発掘報告書ごとにデータが散
逸した状態であった。本研究ではこれらの結果を集約し網羅的なデータベースを作成するために、文献調査を中心とし
たデータそのものの発掘作業を行った。また、データベースを組織的かつ広範囲に公開するために、オンライン化し検
索サービスや日本各地での永年変化モデルを提供し、考古地磁気に関する解説文を記したサイトを構築した。

研究成果の概要（英文）：In Japan archeomagnetic measurements were done for many baked earth and wares, but
 the data were distributed in each excavation reports and it is difficult to find them. In this study we l
ooked for the buried datasets by bibliographic survey and other search in order to construct a comprehensi
ve archeomagnetic database. Moreover we constructed a web-based services where search engine for the datab
ase, shifted geomagnetic secular variation models at any location around Japan and the documents about arc
heomagnetism.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 考古地磁気学とは、岩石等のサンプル中に
記録された残留磁化（過去の地球磁場の化石
の測定）を実験室内で測定し着磁時の地球磁
場（地磁気）についての情報を得るという古
地磁気学的手法を考古遺物に対して適用し、
歴史時代内の地磁気の方向や強度を調べる
学問である。地球内部の核における電磁流体
現象で生成される地磁気はたえず変動して
いる。たとえばここ 120 年ほどの地磁気観測
によれば、その方位（伏角・偏角）は 100 年
につき数度ほどの速度で変化している。日本
では戦後すぐに考古地磁気研究が始まり、そ
の後 1960 年代からの大阪府陶邑遺跡発掘に
伴う大規模かつ組織的な研究が起爆剤とな
って発展してきた。得られたデータは年代ご
とにまとめて地磁気永年変化曲線も作成さ
れ、それを基に古地磁気年代推定法も確立さ
れてきた。その後は各地で、被熱遺構や土器
の発掘に伴う数多くの考古地磁気学的測定
が行われてきたが、個々のデータは研究室や
発掘報告書内に記載されるだけのことが多
く、まとまりがあるわけではなかった。 
 研究代表者は本研究を開始するまでに、過
去に公表されていたデータベースに加えて
最近の考古学年代値が明らかで方位データ
の質も良いデータを集めて考古地磁気デー
タベースとそれを使用した日本における地
磁気永年変化モデルを作成してきた。 
 
２．研究の目的 
 これまでに日本において測定された考古
地磁気データをまとめ後世に残すために、以
下のような研究をする必要があると考えた。 
(1) 広岡公夫富山大名誉教授のほか数グル
ープによる測定結果をもとにした旧データ
ベースおよび最近の研究結果を合わせて二
千数百サイト（窯跡等）に及ぶ膨大なデータ
をもとに新データベースを作成したが、その
中には考古地磁気と独立な年代が付与され
ていると断言できるデータが数百しかなく、
考古地磁気的年代推定法そのものによる年
代値も混在している。このデータセットにつ
いて年代値やデータの信頼性などを洗い直
す必要がある。 
(2) 上記データセットはかなりの量である
が、それでも日本における考古地磁気学の成
果を網羅できていない。これは考古地磁気学
の成果公表が基本的に考古学の調査報告書
で行われていて、「誰がどこの遺跡のデータ
を取って、どの報告書に記載したか」という
ことを研究者間で共有していないことが原
因だと考えられる。これらいわば「未発掘」
のデータを見つけ出しデータベースに加え
たい。 
(3) 我々のデータベースに含まれる年代と
古地磁気データの信頼性が高いデータがも
っと増えれば、それをもとに永年変化曲線
（標準カーブ）の更新を行うことができる。
また、モデル作成（解析）法もまだ発展の余

地がある。 
(4) 古地磁気学全体の成果であるデータベ
ースはこれからも増え続ける。データベース
は可読性だけでなくメンテナンス性も考え
て後人にも利用ができる形で残す必要があ
る。また、広く考古学・年代学へもフィード
バックし、さらには一般への浸透をはかるよ
うなウェブベースのサービスを作る。 
 このような問題意識のもと、本計画では２
年間で、埋もれたデータを探索する方法・独
立な年代を探索する方法・データを評価する
方法を確立し、オンラインデータベースの基
盤を構築したうえで、具体的に可能な限りデ
ータを増やすことを目的とする。この計画は、
前世代に多くのデータを出してきた考古地
磁気研究者が引退しつつある今こそ行うべ
きであると考えており、現在火山岩や堆積物
を対象として古地磁気学を行っている研究
者、被熱遺構の発掘を行っている研究者たち
とも連携する基礎を築きたい。 
 
３．研究の方法 
(1) 考古地磁気データベースの拡充 
 過去に様々な被熱遺構・被熱資料について
測定されてきた考古地磁気の方位・強度のデ
ータについて、「いつ（地磁気年代とは独立
な年代があるか？）」、「どこで（遺跡の場所
ははっきりしているか？）」、「安定な方位・
強度はどのようにして求められたか？」、「安
定な方位・強度の値は？」、「どの文献に載っ
ているか？」と言った情報を集約する。その
ための情報源として、①岡山理科大学考古学
研究室等の書庫から古地磁気関係の測定が
あるものを探し出す、②古地磁気関係者、考
古学・文化財科学・発掘関係者に呼びかけて
集める情報、を想定している。①については
1 万冊以上所蔵されている書庫から 1 冊 1 冊
古地磁気測定の有無を調べ、古地磁気データ
や年代、文献の状況をまとめる。②について
は、特に数が少ない東日本のデータの情報を
集めることを期待している。 
(2) 年代値の探索 
上記データベースの拡充に関連して、遺跡の
年代は特に重要である。目的の(2)に挙げた
広岡ら(2006)によってまとめられた考古地
磁気データセットには約 2100 のデータがあ
るが、そのうち 500 個ほどはすでに研究代表
者のデータベースに入っている。その他のデ
ータについては、年代値が考古地磁気測定に
よって付与された年代なのか独立な年代な
のかが不明なものが多く、年代値をあらため
て精査する必要がある。これらについて、あ
らためてデータセットを見直し独立な年代
値を抽出する。また、昨今の年代測定法の発
達によって、これら不明な年代値が更新され
ているかどうかを調査する。 
(3) 考古地磁気データの吟味考察と永年変
化曲線の更新 
 集めた考古地磁気データについて質的な
議論をするために、残留磁化の安定性や磁化



方位のサイト内・同時代サイト間のまとまり
具合定性などを精査する。年代値の独立性、
および質的に十分と判断されたデータが蓄
積すれば、これまでのものと併せて地磁気永
年変化モデルを更新する。 
(4) オンラインデータベースおよびウェブ
サービスの構築 
 この研究開始時点までにまとめたデータ
ベース、および上記計画(1)でまとめようと
しているデータ対象に、古地磁気方位・強度
のデータと付随する年代・遺跡・文献等の情
報をインターネット上で提供するサーバー
を構築する。全体的なデータ量はさほど多く
ないため、まず数個のテーブルを連結させた
関係データベース(RDB)を設計・構築し、次
にサーバーへデータベースを実装してから、
検索・閲覧用のインターフェイスを作成する。
さらに、遺跡等の情報を地図上に落としたり、
データをダウンロードしたりするサービス
も実装する。このサイトの対象は、地磁気研
究者のほか、考古学・文化財科学・発掘関係
者、教育関係者、考古学や地磁気に興味を持
つ学生・生徒・一般の方も含める。そのため
に、「考古地磁気学とは」、「考古地磁気学で
わかること」といった内容の説明ページも作
成する。 
 
４．研究成果 
(1) 考古地磁気データベースの拡充 
 ①岡山理科大学考古学研究室等の書庫か
ら探索：まず、本科研費で岡山理科大学在籍
の考古学コースの学生を雇い、書庫内の主に
発掘報告書等の資料に古地磁気測定が存在
するかを抜書きしてもらった。これを自分で
リスト化し、元文献に改めてあたって古地磁
気データ、および独立する年代値が付与され
ているかを確認してデータベースへ追加し
た。考古学コースの学生（3,4 年生）は発掘
報告書を読む遺跡に関する基礎知識があり、
１年目の作業を主にしてくれた学生は実習
で考古地磁気測定をしたこともあったおか
げで、この２年間でやり方を確立することが
できた。結果として、書庫全体の２割に当た
る２千冊程度の発掘報告書から50報告約160
窯（サイト）のデータを発見し、記載した。
書庫内の報告書は地域別になっており、今回
の調査では九州、中国地方、および兵庫県と
愛知県のデータが発見され追加した。 
 ②古地磁気関係者、考古学・文化財科学・
発掘関係者からの情報：さまざまな機会に関
係者へ呼びかけを行ったほか、考古地磁気測
定を行っている（行っていた）研究者３名と
直接お会いしたりして、データと文献に関す
る情報を集めた。その結果、これまでに 10
余の報告書から約 150 窯（サイト）のデータ
を加えることができた。他に 100 冊余りの発
掘報告書（これは①と違い考古地磁気学の測
定報告が記載されていることは確実である）
と数十の文献リストを手に入れた。地域的に
は、九州から関東・東北まで広範囲にわたっ

ている。文献の大部分については研究期間の
最終期に手に入れたため中身の詳細につい
てはほとんど未確認であるが、今後も調査を
継続する。 
 ①, ②によって発見したデータには重複
もあるが、これまでに新たに 300 窯ほどのデ
ータを追加することができた。ここまでの成
果については今後公表していく準備をして
いる。 
(2) 年代値の探索 
 広岡ら(2006)による膨大な数の考古地磁
気方位データには、研究代表者自身がこれま
でに年代値を確認してまとめたデータベー
ス収蔵のもの以外にも約 1500 サイト分の精
度の高い古地磁気方位情報がある。ここから
さらに古地磁気と独立な年代値があるもの
を探索したところ、直接データベースへ追加
可能な年代値のあるデータが100サイトほど
見つかった。残りについては、元文献の発掘
報告書等にあたり古地磁気の報告以外のペ
ージから有効な年代値を探す作業となり、作
業としては(1)と集約された。また、近年の
遺跡年代の更新については、具体的なものは
見つからなかったが、最近炭素 14 法を用い
て伊勢湾岸沿いの弥生遺跡の年代を見直す
動きがあることがわかった。我々のデータベ
ースには弥生後期～古墳前期のデータが少
なく、この時代の永年変化モデルの正確性に
重大な影響を及ぼしているため、いくつか測
定例があるこの地域の弥生遺跡について独
立な年代値が付与されることを期待してい
る。 
(3) 考古地磁気データの吟味考察と永年変
化曲線の更新 
 ①考古地磁気データの吟味：古地磁気学で
は本来、消磁と言う作業を行って残留磁化の
うちの 2 次的な成分を取り除く必要がある。
考古地磁気では試料の年代が浅く、人工的な
環境下で加熱されたため化学的変質をあま
りしていない試料が多いため、長らく消磁が
行われてこなかったようである。今回データ
を精査している段階で、考古地磁気測定にお
いて消磁が行われるようになったのは 90 年
代であることが文献上確認された。消磁が一
般化する以前のデータも各サイト内方位の
集合度合（集中度パラメータの高さ）や同一
年代のサイト間の方位の集中が良いことか
ら、質としては問題ないものが多いと考えて
いる。しかし、最近の研究では無定位磁力計
を使っていたかなり古いデータ（おそらく
1970 年代くらいまで）のデータについては若
干のばらつきがあったのではないかという
結果が得られつつあり、今後、データベース
内での消磁や使用磁力計に関する質的コン
トロールが必要になるかもしれない。 
 ②永年変化曲線の更新：残念ながらこの部
分はあまり進展しなかった。その前段階であ
るデータベースの追加作業に注力しており、
途中段階における追加分では過去に作成し
た永年変化曲線から大幅な更新が見込めな



いと判断したためである。データベース追加
作業の進捗にあわせ、今後更新していく予定
である。 
 
(4) オンラインデータベースおよびウェブ
サービスの構築と公開 
 はじめに、関係データベース全体の構成と
各データテーブルの仕様を策定した。当初テ
ーブルとして「古地磁気方位データテーブ
ル」、「古地磁気強度データテーブル」、「遺跡
テーブル」、「文献テーブル」の 4つを用意し
たが、遺跡の位置に関する独立な情報として
後に「市町村テーブル」を追加して 5テーブ
ル構成にした。その後で、この仕様に従い関
係データベースを MySQL および phpMyAdmin
を使用して構築した。データベースは専用
Linux サーバーにて立ち上げ、遺跡名、年代、
場所等で検索できるようにした（下図）。検
索結果は一覧として示され、遺跡名、文献、
方位⇔強度間のリンク（同じサイトで強度・
方位の両方があるものについて）等の情報へ
のハイパーリンクを作成することで、テーブ
ル間を見通しやすくした。また、検索結果か
ら地図上にピンを表示するボタンを配置し、
そこからも遺跡情報をたどれるようにした。 

 
 データベースへのデータの追加は、個々の
テーブルを手動で更新するか、テキストファ
イルによる流し込みをできるようにし、今後
のメンテナンスを容易にできるようにした。 
 また、考古地磁気学の成果である地磁気永
年変化モデルについて、そこから計算される
日本各地の方位の変動を表示するページも
作成した。ここでは、近畿地方で定義されて
いる永年変化曲線を日本近辺の他の場所で
観測されるであろう方位へ変換するプログ
ラムを用いて指定の点での変化曲線を表示
させる（下図）。これは、日本各地で今後測
定される考古地磁気方位データと永年変化
モデルを対比し、年代推定をする手がかりと
なるものである。今後はより踏み込んで、年
代推定値を表示できるようにも発展させて
いきたいと考えている。 

 
 データベースに関連して、「地磁気」、「古
地磁気」、「考古地磁気」、および「考古地磁
気からわかること」に関する簡単な解説する
ページも作成した。目的に記したように、こ
の解説文の対象は教育関係者、学生生徒を含
む地磁気についてなじみのない人全般であ
るため、なるべく平易な文章になるようにし
た。 
 データベースとサービスの構築手法に関
する報告をこれまで 2 編の論文で行ったが、
最終的なサービスについての報告を今後し
ていく予定である。 
 
 現在は日本の考古地磁気研究者が入れ替
わる過渡期にあたる。多くの研究に従事した
世代の研究者が引退する年を迎えつつある
一方で、主に火山岩や堆積物を対象として古
地磁気の研究を行っている研究者の間にも
考古地磁気が重要であることが浸透してき
た。それは地磁気永年変化、とくに他の地質
年代と比べて短期間のものに関しては、考古
資料(被熱遺構や土器)は非常に安定した磁
化と信頼性のおける年代を持つ最良の試料
であり、詳細な地磁気の変動を研究するには
うってつけであることにあらためて気づき
始めたからである。このような背景もあり、
数百年～数千年の期間を対象とする各種古
地磁気研究と考古地磁気学を結び付け、考古
地磁気学の将来を検討する研究集会を２回
開催した。 
 １回目は 2012 年 3 月 2,3 日に、２回目は
2013年3月5,6日に岡山理科大学で開催した。
１回目は考古地磁気研究の成果報告７件の
ほか、考古地磁気の強度測定に関する発表、
海底・湖沼堆積物の古地磁気と考古地磁気デ
ータの比較等の研究発表、および須恵器窯跡
の発掘調査に関する招待講演が行われ、地磁
気と時計に関する活発な議論が行われた。２
回目には昨年来の研究の進展を持ち寄った
発表のほか、土器胎土の化学分析（招待講演）、
火山岩による歴史溶岩の古地磁気強度や方
位の測定、火山岩の絶対古地磁気強度測定と



海底堆積物の相対古地磁気強度の比較に関
する研究、古地磁気サンプリングに関する研
究など、より幅広く実践的な研究成果の発表
が行われ、最後に今後の考古地磁気学研究を
どのようにすすめ、発掘関係者にアピールし
ていくか、また、一般的な古地磁気サンプリ
ングと考古地磁気サンプリングの比較につ
いて議論がされ、今後考古地磁気サンプリン
グについての方法を検討していくことが確
認された。これら研究集会の開催に科研費の
補助を頂けたことで、数百年～数千年の地磁
気変化と年代推定に興味を持つさまざまな
世代、種々の対象を研究する地磁気研究者が
一堂に会することができ大変有意義だった
ので、感謝したい。 
 
 このように、本研究は考古地磁気学の試料
を直接扱わない研究ではあるが、これまで散
逸状態にあった考古地磁気データを集約・公
開する基礎を構築し、実際にかなりのデータ
を集約することができた。また、本研究の間
接的成果として、これまでの日本の考古地磁
気学全体を見渡し、未来を見据えることがで
きるようになったと考えられる。具体的には、
地磁気・地球電磁気のコミュニティでことあ
るごとに考古地磁気学の現状等やデータベ
ースについて話してきたことで、多くの研究
者に考古地磁気が持つ高精度・高分解能地磁
気測定のポテンシャルを広めることができ
た。また一方で、考古学・文化財科学の関係
者とも活発に交流を持ち考古地磁気研究・年
代推定法研究の進展をアピールできたおか
げで、新たに被熱遺構を伴う発掘現場を紹介
してもらい、すでに 3カ所ではサンプリング
を行いうち１か所の測定を行った（サンプリ
ング・測定は研究代表者が本研究と並行した
別のテーマの研究で行っている）。このよう
に、本研究計画によって、日本の考古地磁気
学ならびに年代学の発展に貢献できたので
はないかと考えている。今後は今回実施した
スキームによってデータベースをより充実
し、地磁気永年変化の研究、および、考古地
磁気年代推定法の研究に役立てていきたい。  
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